
「選
挙
」を
出
前
授
業

埼
玉
弁
護
士
会
、講
師
派
遣
ヘ

選
挙
権
年
齢
が

「
１８
歳
以

上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
高
校

３
年
生
も
対
象
に
な
る
の
を
受

け
、
埼
玉
弁
護
士
会
は
、
県
内

の
小
中
学
校
、
高
校
、
大
学
に

対
し
、
依
頼
に
応
じ
て
弁
護
士

の

「出
前
授
業
」
を
始
め
る
。

国
民
主
権
や
三
権
分
立
な
ど
、

一
票
を
投
じ
る
に
あ
た

っ
て
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
に

つ
い
て
弁
護
士
が
講
義
す
る
。

来
夏
の
参
院
選
で
新
た
に
有

権
者
と
な
る
の
は
県
内
で
約
１３

万
７
千
人
と
推
計
さ
れ

て
い

る
。
埼
玉
弁
護
士
会
の
石
河
秀

夫
会
長
は

「
選
挙
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
い
か
に
大
事
か
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た

い
」
。
先
月
末
に
各
校
あ
て
に

案
内
を
出
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
も
弁
護
士
会
内
に

あ
る
各
委
員
会
ご
と
に
学
校
に

講
師
を
派
遣
し
て
き
た
が
、
選

挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
を
受
け

て
初
め
て
窓
口
を

一
本
化
。
講

義
の
内
容
は
対
象
の
生
徒
の
年

齢
や
人
数
に
よ

っ
て
相
談
に
応

じ
る
。
講
義
は
無
料
。

講
義
で
は
、
投
票
率
が
選
挙

結
果
に
ど
う
影
響
す
る
か
な
ど

選
挙
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
わ

か
り
や
す
く
説
明
。
石
河
会
長

は

「
選
挙

に
行
か
な
い
こ
と

も
、
選
挙
結
果
に
影
響
す
る
と

知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

す
。
こ
の
ほ
か
、
裁
判
員
裁
判

や
働
く
人
の
権
利
な
ど
の
法
律

問
題
、
い
じ
め
な
ど
も
テ
ー

マ

と
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

埼
玉
弁
護
士
会

（
０
４
８

ｏ
８

６
３

●
５
２
５
５
）
。（清

富
涼
）

不
適
応
が
５．

。
３
％
と
最
多
で
、
進

路
変
更
が
２２

ｏ
５
％
小
学
業
不
振
が

・５

ｏ
２
％
と
続
い
た
。　
一
方
、
不
登

校
の
高
校
生
は
２
３
５
３
人
で
、
全

生
徒
の
１

・
９．
％
。
前
年
度
か
ら
０

ｏ
０４
畜
増
加
し
た
。

公
立
小
学
校
で
の
不
登
校
の
児
童

は
９
７
４
人
で
０

・
２６
％

（前
年
度

比
Ｏ

ｏ
０２
づ
増
）
、
公
立
中
学
校
で

は
４
３
１
８
人
で
２

●
３２
％

（同
０

川
越
基
督
教
会
の
創
設
者
の
ひ
孫

・
田
井
満
喜
子
さ
ん

（右
）
と
面

会
し
た
ナ
ガ
イ
さ
ん
＝
川
越
市

・
０５
サ
減
）
。
不
登
校
に
な

っ
た
き

っ
か
け

（学
校
に
よ
る
複
数
回
答
）

は
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
無
気
力
が

２６

・
３
％
と
最
多
で
、
不
安
な
ど
情

緒
的
混
乱
が
２３

ｏ
３
％
、
友
人
関
係

を
め
ぐ
る
問
題
が
１３

ｏ
２
％
と
続
い

た
。ま

た
、
暴
力
行
為
の
件
数
で
は
、

小
学
生
が
２
７
６
件
で
、
前
年
度
か

ら
５
件
増
加
。
中
学
校
は
１
２
４
５

件

（前
年
度
比
１
１
７
件
減
）
、
高

校
は
３
０
２
件

（
同
２．
作
減
）
で
と

も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
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1.5

%
に
減
少

全国平均は上回る

公
立
高
中
退
率

昨
年
度
、
県
内
の
公
立
高
校
に
通

う
高
校
生

の
中
退
率
が
ｌ

ｏ
５．
％

で
、
前
年
度
か
ら
０

・
２２
づ
減
少
し

た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
中
退
者
は
１

９
２
９
人
で
、
依
然
と
し
て
全
国
平

均

（
１

・
４
％
）
を
上
回

っ
て
い

る
。
児
童

・
生
徒
の
問
題
行
動
調
査

の
結
果
を
県
が
先
月
発
表
し
た
。

中
退
の
理
由
は

「高
校
生
活
に
熱

意
が
な
い
」
な
ど
学
校
生
活

・
学
業

米
の
日
系
男
性
が

川
越
の
教
会
訪
問

創
設
者
子
孫
と
交
流
も

米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
住

む
日
系
２
世
の
男
性
が
４
日
、

川
越
市
の
観
光
名
所
の

一
つ
で

赤
レ
ン
ガ
造
り
で
知
ら
れ
る
川

越
基
督
教
会
を
訪
れ
た
。
男
性

は
、
基
督
教
会
を
創
設
し
た
田

井
正

一
牧
師

（
１
８
４
８
～
１

９
２
７
）
が
在
米
日
系
人
向
け

に
創
設
し
た
教
会

の
信
徒
代

旦出
西埼玉支局
〒350 1123
川越市脇田本町6‐20

1' 0492484800
fax 049 248 0800

さいたま総局
〒330 8557
さし)たま市浦和区常盤4-12-13

1, 0488327311
fax 048 824 7952

東埼玉支局
困 0489853311

北埼玉支局
8 048521 0011

所沢 8042922.2347
川口 80482563435
久喜 80480241230
秩父 80494220608

きようの天気
6～ 12時 降水確率 12～ 18時

[亜ヨ さいたま [亜□
回 熊 谷 回

回 秩 父 回

回 越 谷 回

回 所 沢 回

晰 稔
蓉摯 甲票
変甲 〒1::粕

気 温  最高  最低
さいたま 20度  14度
熊 谷  20度  14度
秩 父  19度  12度
越 谷  21度  14度
所 沢  21度  14度

■  あす.|

曇甲 鶉馨
蓉珈 甲鷲
変霙 〒1::“

10月 7日
(1日 8月 25日 )

日 出   5.40
日 入   17.18
月 出   0.17
月 入   14.05

月齢23.8  
‐

表
。
田
井
牧
師
の
ひ
孫
宅
を
訪

れ
る
な
ど
親
交
を
深
め
た
。

田
井
牧
師
は
川
越
に
居
を
置

い
た
宣
教
師
。
基
督
教
会
を
１

８
７
８

（
明
治
１１
）
年
に
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
の
教
会
を
米
国
留

学
中
の
１
８
９
５

（明
治
２８
）

年
に
そ
れ
ぞ
れ
創
設
し
た
。

基
督
教
会
を
訪
れ
た
の
は
、

田
井
牧
師
の
足
跡
を
研
究
す
る

ジ

ョ
セ
フ

・
ケ
イ

・
ナ
ガ
イ
さ

ん
（８４
）
ｏ
ひ
孫
の
満
喜
子
さ
ん

（
７２
）
が
川
越
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を
知

っ
て
来

日
を
希
望
し

た
。
礼
拝
に
参
加
し
た
後
、
満

喜
子
さ
ん
宅
を
訪
問
。

「皆
さ

ん
が
信
仰
を
守
り
、
田
井
先
生

の
子
孫
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
感
激
し
た
」
と
語

っ
た
。
満
喜
子
さ
ん
は

「
た
く

さ
ん
の
ご
縁
を
残
し
て
く
れ
た

の
だ
と
曽
祖
父
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
た
。（西

堀
岳
路
）
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